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特集

炎
症
性
腸
疾
患（
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）の

治
療
最
前
線

　

炎
症
性
腸
疾
患（
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）の
治
療
は
近
年
、
画
一
的
な
治
療
か
ら
患
者
一
人
ひ
と
り
の
病
態
や
生
活
背
景
に
応
じ
た
個
別
化
医
療
へ
と
大
き
く

進
化
し
て
い
ま
す
。
従
来
は
症
状
の
改
善
や
炎
症
の
抑
制
が
主
な
治
療
目
的
で
し
た
が
、
現
在
で
は
腸
粘
膜
の
治
療
を
目
指
す
「
内
視
鏡
的
寛
解

（
粘
膜
治
療
）」
や
長
期
的
な
予
後
改
善
を
見
据
え
た
治
療
戦
略
が
標
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
物
学
的
製
剤
や
Ｊ
Ａ
Ｋ
阻
害
薬
に
加
え
て

Ｓ
１
Ｐ
受
容
体
調
節
薬
の
登
場
に
よ
り
、点
滴
や
自
己
注
射
を
必
要
と
し
な
い
経
口
治
療
の
選
択
肢
も
広
が
り
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
治
療
の
進
歩
に
伴
い
、
栄
養
・
食
事
療
法
の
位
置
づ
け
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
低
栄
養
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
予
防
・
改
善
、
寛
解
期
の
栄

養
管
理
、
再
燃
予
防
を
見
据
え
た
食
事
支
援
な
ど
、
栄
養
管
理
は
治
療
に
支
え
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
特
集
で
は
Ｉ
Ｂ
Ｄ
診
療
の
最

新
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
専
門
医
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、
さ
ら
に
米
国
登
録
栄
養
士（
Ｒ
Ｄ
）の
視
点
か
ら
、
最
新
の
治
療
戦
略
と
栄
養
管

理
の
実
践
に
つ
い
て
多
角
的
に
解
説
し
ま
す
。
患
者
の
よ
り
良
い
生
活
を
支
え
る
た
め
の
知
識
と
実
践
の
ヒ
ン
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。
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ク
評
価
と
個
別
栄
養
介
入
を
重
視
し
て

い
ま
す

1

。

ク
ロ
ー
ン
病
・
潰
瘍
性
大
腸
炎
の

栄
養
管
理

ク
ロ
ー
ン
病
の
小
腸
病
変
に
よ
る
吸

収
障
害
や
狭
窄
、
瘻
孔
、
短
腸
症
候
群

の
場
合
に
は
、
高
た
ん
ぱ
く
質
・
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
微
量
栄
養
素
の
補
充
が
必

要
で
、
欠
乏
し
や
す
い
栄
養
素
で
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
や
鉄
、
亜
鉛
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
、
葉
酸
、
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
経

腸
栄
養
療
法
を
上
手
に
利
用
し
ま
す
。

潰
瘍
性
大
腸
炎
は
、
腹
部
痛
、
下
痢
、

血
便
、
脱
水
、
貧
血
な
ど
の
症
状
が
あ

る
た
め
、
水
分
補
正
や
鉄
補
充
、
低
刺

激
食
、
体
重
維
持
な
ど
の
栄
養
管
理
が

必
要
で
す
。
寛
解
期
に
は
過
度
の
制
限

は
避
け
、
通
常
食
に
移
行
し
ま
す
。

病
期
別
栄
養
基
準
に
つ
い
て

１
．
寛
解
期

Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
寛
解
期
で
は
、
過
度
な
食

個
別
化
医
療
時
代
に
お
け
る

治
療
戦
略
と
栄
養
管
理

炎
症
性
腸
疾
患（
Ｉ
Ｂ
Ｄ
：Inflam

-
m
atory Bow

el D
isease

）
の
治
療

は
、
近
年
、
画
一
的
な
治
療
か
ら
個
別

化
医
療（Precision M
edicine

）へ
と

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従

来
の「
炎
症
を
抑
え
る
」段
階
か
ら
よ
り

高
い
レ
ベ
ル
の「
内
視
鏡
的
寛
解（
粘
膜

治
癒
）」を
目
指
す
治
療
が
標
準
化
し
て

い
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
承
認
さ
れ
た

中
等
症
〜
重
症
の
潰
瘍
性
大
腸
炎
の
治

療
薬
オ
ザ
ニ
モ
ド（
ゼ
ポ
ジ
ア
Ⓡ
）や
、
エ

ト
ラ
シ
モ
ド（
ベ
ル
ス
ピ
テ
ィ
Ⓡ
）な
ど

の
Ｓ
１
Ｐ
受
容
体
調
節
薬
に
よ
り
、
点

滴
や
自
己
注
射
を
必
要
と
し
な
い
治
療

選
択
肢
が
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
血
清
タ
ン
パ
ク
質
や
腸
内
細

菌
叢
の
解
析
を
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と
し

て
活
用
し
、
患
者
ご
と
に
最
適
な
薬
剤

（
抗
Ｔ
Ｎ
Ｆ
抗
体
、
抗
Ｉ
Ｌ- 

23
抗
体

な
ど
）
を
早
期
に
選
定
す
る
バ
イ
オ

マ
ー
カ
ー
に
よ
る
精
密
医
療
へ
の
試
み

も
、
進
ん
で
い
ま
す
。
新
世
代
抗
体
の

登
場
な
ど
、
従
来
の
治
療
で
効
果
不
十

分
だ
っ
た
層（
治
療
の
限
界
、T

hera-

peutic Ceiling

）
を
突
破
す
る
た
め

の
新
薬
開
発
が
進
行
中
で
す
。
治
療
の

進
歩
と
変
化
に
と
も
な
い
、
栄
養
食
事

療
法
も
大
き
く
変
動
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
栄
養
評
価

ク
ロ
ー
ン
病（Crohn's D

isease

：

Ｃ
Ｄ
）と
潰
瘍
性
大
腸
炎（U

lcerative 
Colitis

：
Ｕ
Ｃ
）の
包
括
的
栄
養
管
理

指
針
に
つ
い
て
は
、
従
来
の「
一
律
な

制
限
食
」で
は
な
く
病
態
・
炎
症
活
動

性
・
消
化
吸
収
機
能
・
生
活
背
景
・
文

化
的
価
値
観
に
応
じ
た「
個
別
化
栄
養

管
理
」を
基
本
と
し
ま
す
。
病
院
食
は

単
な
る
栄
養
補
給
で
は
な
く
、
炎
症
悪

化
予
防
、
腸
管
安
静
、
栄
養
状
態
改
善
、

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
予
防
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
、

社
会
生
活
支
援
な
ど
を
目
的
と
し
、
多

職
種
連
携
の
も
と
継
続
的
に
評
価
・
調

整
を
行
い
ま
す（
表
１
）。
Ｉ
Ｂ
Ｄ
で
は

炎
症
、
摂
取
不
足
、
吸
収
障
害
、
活
動

量
低
下
に
よ
り
低
栄
養
・
筋
量
低
下
が

起
こ
り
や
す
い
た
め
、
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
・
フ
レ
イ
ル
対
策
と
し
て
、
栄
養
評

価
は
体
重
だ
け
で
な
く
、筋
量
・
筋
力
・

身
体
機
能
も
見
る
よ
う
に
し
ま
す
。
Ｅ

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
は
Ｉ
Ｂ
Ｄ
患
者
の
栄
養
リ
ス

患
者
に
合
わ
せ
た
治
療
方
針
へ
の
変
化
や
選
択
肢
の
増
加
に
よ
り
、

栄
養
管
理
・
食
事
療
法
の
役
割
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
炎
症
性
腸
疾
患（
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）。

ナ
フ
ス
株
式
会
社
栄
養
開
発
室
長
で
機
能
強
化
型
認
定
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

鈴
鹿
代
表
の
中
東
真
紀
氏
が
、Ｉ
Ｂ
Ｄ
で
の
栄
養
管
理
の
全
体
像
を
解
説
す
る
。

進化する炎症性腸疾患の治療と 
栄養食事療法

─個別化医療時代における治療戦略と栄養管理─
ナフス株式会社栄養開発室  室長

機能強化型認定栄養ケア・ステーション鈴鹿  代表
中東真紀

総 論
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事
制
限
を
避
け
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と

腸
内
環
境
改
善
を
重
視
し
ま
す
。
推
奨

さ
れ
る
食
事
の
パ
タ
ー
ン
は
、
地
中
海

食
を
基
本
と
し
た
食
材
を
利
用
し
ま

す
。
表
２
を
参
考
に
、
退
院
時
の
栄
養

食
事
指
導
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
脂
質

の
量
よ
り
は
質
を
目
指
し
て
、
炎
症
を

抑
え
る
効
果
の
あ
る
魚
を
中
心
に
Ｍ
Ｃ

Ｔ
オ
イ
ル
や
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
利
用

し
ま
す
。
１
日
の
栄
養
基
準
量
は
Ｅ
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｎ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
照
し
て

活
動
期
と
寛
解
期
に
分
け
て
表
３
に
記

し
ま
し
た
。
食
形
態
は
、
常
食
や
軟
菜

食
、
消
化
調
整
食
に
な
り
ま
す
。

２
．
活
動
期（
中
等
症
～
重
症
）

活
動
期
で
は
、
炎
症
抑
制
と
腸
管
負

担
軽
減
を
優
先
し
ま
す
。
食
事
は「
低

残
渣
・
低
食
物
繊
維
食
」と
し
、
生
野

菜
や
海
藻
類
、
き
の
こ
類
、
種
実
類
、

繊
維
の
多
い
果
物
を
制
限
し
ま
す
。
ま

た
、
高
脂
肪
食
を
制
限
し
て
消
化
吸
収

状
態
に
応
じ
て
脂
質
量
を
調
整
し
ま

す
。
乳
糖
不
耐
症
疑
い
時
に
は
、
乳
製

品
を
制
限
し
ま
す
。
ま
た
、
活
動
期
だ

け
で
は
な
く
、
腸
管
狭
窄
時
や
腹
痛
、

術
後
に
も
適
応
し
た「M

ushy Soft 
D
iet

（
ム
ー
シ
ー
ソ
フ
ト
食
）」を
利
用

し
ま
す
。M
ushy Soft D

iet

は
、
柔

ら
か
く
て
つ
ぶ
し
や
す
い
、
消
化
し
や

す
く
腸
管
刺
激
が
少
な
い
食
事
で
す
。

３
．
腸
管
狭
窄
・
腸
管
閉
塞
リ
ス
ク
時

狭
窄
・
閉
塞
リ
ス
ク
時
の
栄
養
管
理

は
、
絶
食
・
輸
液
療
法
で
す
が
、
食
事

が
開
始
さ
れ
た
後
は
、
経
管
栄
養
と

M
ushy Soft D

iet

を
併
用
し
、
表
４

の
食
品
に
気
を
付
け
な
が
ら
食
事
量
や

形
態
を
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

病
期
別
栄
養
基
準
は
、
で
き
る
だ
け

簡
素
化
し
て
給
食
経
営
管
理
に
支
障
の

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
す
。
表
５
で

脂
質
異
常
食
や
術
後
食
な
ど
と
比
較
し

て
、
統
一
化
を
図
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
包
括
的
ケ
ア
に
向
け
て

Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
包
括
的
な
治
療
の
た
め
に

は
、
多
職
種
連
携
で
退
院
後
も
継
続
的

な
栄
養
支
援
を
行
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
再
燃
時
対
応
教
育
や
外
食
、
食
事
不

安
軽
減
、
過
度
の
食
制
限
の
是
正
、
就

労
支
援
な
ど
も
必
要
で
す
。
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
や
患
者
会
と
協
力
体
制

を
構
築
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

現
在
の
Ｉ
Ｂ
Ｄ
の
栄
養
療
法
は「
禁

止
食
品
」を
増
や
す
医
療
で
は
な
く
、

「
安
全
に
食
べ
続
け
ら
れ
る
方
法
」を
支

え
る
医
療
へ
の
転
換
が
重
要
で
す
。
Ｉ

Ｂ
Ｄ
患
者
に
対
す
る
病
院
の
栄
養
管
理

は
、
炎
症
制
御
だ
け
で
な

く
栄
養
状
態
や
心
理
面
、

社
会
生
活
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
包

括
的
に
支
援
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
近
い

将
来
に
は
個
別
化
医
療
の

進
展
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
と

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
に
よ
る

治
療
予
測
、
患
者
報
告
ア

ウ
ト
カ
ム（
Ｐ
Ｒ
Ｏ
：Pa-

tient-R
eported O

ut-
com

e

）、
精
密
栄
養
管
理

を
組
み
合
わ
せ
た
包
括
的

Ｉ
Ｂ
Ｄ
ケ
ア
が
さ
ら
に
重

要
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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表１　栄養管理の基本方針（栄養評価は入院時および定期的に評価する）
項目 評価内容

身体評価 BMI、体重変化率、骨格筋量、握力、浮腫
血液検査 Alb、CRP、Hb、Fe、VB12、葉酸、Zn、VD

消化器症状 下痢回数、腹痛、血便、狭窄症状、食欲、嘔気、膨満感
栄養リスク 低栄養、サルコペニア、脱水、微量栄養素欠乏

表２　寛解期の食事	
地中海食の特徴 寛解期に控えたい食事

・新鮮な野菜や果物  
・全粒穀物 
・オリーブオイル
・新鮮な魚介類 
・ナッツ類 
・発酵食品 

・加工食品（過度の摂取）
・高脂肪食（過剰な揚げ物摂取）
・砂糖飲料の過剰摂取
・アルコール
・牛肉や豚肉の過剰摂取

表３　栄養基準の目安	
栄養素 活動期（中等度〜重症） 寛解期

エネルギー（kcal） 30～35 kcal/kg/day 25～35 kcal/kg/day

たんぱく質（g） 1 .2～1 .5 g/kg/day 1 .0～1 .5 g/kg/day

脂質（g） 総エネルギーの20～25％ 総エネルギーの20～30％
食物繊維（g） 制限する 耐容範囲内で摂取
水分（ml） 脱水補正重視する 30～35 mL/kg/day

※ESPEN Guideline 2023（Clinical Nutrition 42:352-379）参照 

表４　狭窄・閉塞リスク時の栄養管理	
禁忌・制限 推奨の食事 緊急時

・繊維質 
・こんにゃく 
・きのこ類
・ナッツ類
・海藻類
・繊維の多い肉

・ポタージュ 
・ペースト食 
・五分粥 
・半固形栄養剤 
・経腸栄養

・絶食 
・静脈栄養 

表5　病院食の区分（例）	
食種 適応 病院食対応食

IBD常食 寛解期 脂質異常症
IBD消化調整食 軽症活動期 消化性潰瘍
IBD低残渣食 中等症活動期 消化管術後食A

IBD狭窄対応食 狭窄あり 消化管術後食B

IBD Mushy Soft Diet 高度狭窄・術後 経腸栄養A

IBD経腸栄養食 重症例 経腸栄養B


